
平 成 31年 度 公 共 用 水 域 水 質 測 定 計 画  

 

（趣 旨 ） 

 この水 質 測 定 計 画 は、水 質 汚 濁 防 止 法 第 16条 の規 定 に基 づき、兵 庫 県 内 の公 共 用 水

域 の水 質 測 定 について、必 要 な事 項 を定 めるものとする。 

 

（測 定 項 目 ） 

１． 測 定 項 目 は、原 則 として次 のとおりとする。 

（１）一 般 項 目  

気 温 、水 温 、外 観 （油 膜 の目 視 調 査 を含 む）、臭 気 、透 視 度 、透 明 度 、流 量  

（２）生 活 環 境 項 目  

ｐＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、ＤＯ、大 腸 菌 群 数 、ｎ－ヘキサン抽 出 物 質 (油 分 等 )、全 窒 素 、

全 燐 、全 亜 鉛 、ノニルフェノール、直 鎖 アルキルベンゼンスルホン酸 およびその塩  

（３）健 康 項 目  

カドミウム、全 シアン、鉛 、六 価 クロム、砒 素 、総 水 銀 、アルキル水 銀 、ＰＣＢ、ジクロロメ

タン、四 塩 化 炭 素 、1,2－ジクロロエタン、1,1－ジクロロエチレン、シス－1,2－ジクロロ

エチレン、1,1,1－トリクロロエタン、1,1,2－トリクロロエタン、トリクロロエチレン、テトラク

ロロエチレン、1,3－ジクロロプロペン(Ｄ－Ｄ)、チウラム、シマジン(ＣＡＴ)、チオベンカ

ルブ(ベンチオカーブ)、ベンゼン、セレン、硝 酸 性 窒 素 及 び亜 硝 酸 性 窒 素 、ふっ素 、

ほう素 、1,4－ジオキサン 

（４）要 監 視 項 目  

クロロホルム、トランス－1,2－ジクロロエチレン、1,2－ジクロロプロパン、p－ジクロロベ

ンゼン、イソキサチオン、ダイアジノン、フェニトロチオン(ＭＥＰ)、イソプロチオラン、オキ

シン銅 (有 機 銅 )、クロロタロニル(ＴＰＮ)、プロピザミド、ＥＰＮ、ジクロルボス(ＤＤＶＰ)、

フェノブカルブ(ＢＰＭＣ)、イプロベンホス(ＩＢＰ)、クロルニトロフェン(ＣＮＰ)、トルエン、

キシレン、フタル酸 ジエチルヘキシル、ニッケル、モリブデン、アンチモン、クロロエチレン、

エピクロロヒドリン、全 マンガン、ウラン、フェノール、ホルムアルデヒド、4-t-オクチルフェ

ノール、アニリン、2,4-ジクロロフェノール 

（５）トリハロメタン生 成 能  

クロロホルム、ブロモジクロロメタン、ジブロモクロロメタン、ブロモホルムの合 計 値  

（６）特 殊 項 目  

フェノール類 、銅 、溶 解 性 鉄 、溶 解 性 マンガン、クロム 

（７）その他 の項 目  

塩 化 物 イオン、塩 素 量 、アンモニア性 窒 素 、亜 硝 酸 性 窒 素 、硝 酸 性 窒 素 、燐 酸 性 燐 、

陰 イオン界 面 活 性 剤 、一 般 細 菌 等  



（測 定 地 点 ） 

２． 測 定 地 点 は、別 添 「公 共 用 水 域 の水 質 測 定 計 画 表 」に掲 げる河 川 238地 点 、湖 沼 1地

点 、海 域 92地 点 の331地 点 とする。 

 

（測 定 回 数 ） 

３． 測 定 回 数 は、原 則 として次 のとおりとする。 

（１）一 般 項 目 及 び生 活 環 境 項 目  

ア．環 境 基 準 点 及 び重 要 な利 水 点 においては、年 間 を通 じ、月 １日 以 上 各 １日 につ

いて１回 以 上 採 水 分 析 する（以 下 「通 年 調 査 」という）ものとする。 

イ．その他 の測 定 地 点 においては、年 間 を通 じ、年 ４日 以 上 、各 １日 について１回 以

上 採 水 分 析 する（以 下 「一 般 調 査 」という。）ものとする。 

ウ．環 境 基 準 点 及 びこれに準 ずる地 点 においては、水 質 の日 間 変 動 、水 利 用 を考 慮

して年 間 を通 じ１日 以 上 、各 １日 につき２時 間 間 隔 で１３回 採 水 分 析 する（以 下

「通 日 調 査 」という）ものとする。 

（２）健 康 項 目  

 年 １日 以 上 、各 １日 について１回 以 上 採 水 分 析 するものとする。このうち１日 以 上 は、

原 則 として全 項 目 について実 施 する。 

（３）要 監 視 項 目 、特 殊 項 目 及 びその他 の項 目  

 年 １日 以 上 、各 １日 について１回 以 上 採 水 分 析 するものとする。 

 

（採 水 時 期 ） 

４． 採 水 時 期 は、原 則 として次 のとおりとする。 

（１）河 川  

ア．採 水 日 は、採 水 日 前 において比 較 的 晴 天 が続 き、水 質 が安 定 している日 を選 ぶ

ものとする。 

イ．低 水 流 量 時 及 び水 利 用 が行 われている時 期 を含 めるものとする。 

（２）湖 沼  

ア．採 水 日 は、採 水 日 前 において比 較 的 晴 天 が続 き、水 質 が安 定 している日 を選 ぶ

ものとする。 

イ．水 質 が水 利 用 に悪 影 響 を及 ぼす時 期 を含 めるものとする。 

（３）海 域  

ア．採 水 日 は、大 潮 時 の風 や雨 の影 響 の少 ない日 を選 ぶものとする。 

イ．水 質 が水 利 用 に悪 影 響 を及 ぼす時 期 を含 めるものとする。 

 



（採 水 地 点 及 び採 水 方 法 ） 

５． 採 水 地 点 及 び採 水 方 法 は、原 則 として次 のとおりとする。 

（１）河 川  

 採 水 地 点 は原 則 として流 心 とし、水 面 から水 深 の２割 程 度 の深 さで採 水 するものと

する。 

（２）湖 沼  

 循 環 期 には、表 層 から採 水 する。停 滞 期 には、深 度 別 に多 層 採 水 を行 う。深 度 の

区 分 は、５～１０ｍごとを標 準 とする。 

（３）海 域  

 表 層 （海 面 下 ０．５ｍ）及 び中 層 （同 ２ｍ）の２層 又 は必 要 に応 じて底 層 を含 む３層 か

ら採 水 するものとする。 

 

（測 定 方 法 ） 

６． 測 定 方 法 は原 則 として別 表 －１に掲 げる方 法 によるものとする。なお、この方 法 によら

ない場 合 には、測 定 結 果 報 告 の際 に特 記 するものとする。 

 

（測 定 機 関 ） 

７． 測 定 機 関 は別 添 「公 共 用 水 域 の水 質 測 定 計 画 表 」によるものとし、必 要 に応 じて関

係 機 関 で協 議 するものとする。 

 

（緊 急 モニタリング） 

 ８． 災 害 が発 生 した場 合 等 で公 共 用 水 域 への汚 染 が懸 念 される場 合 にあっては、緊 急 的

に健 康 項 目 を中 心 に調 査 を実 施 する。測 定 地 点 については、影 響 が及 ぶと想 定 される

地 点 を適 宜 選 定 し、測 定 回 数 については、流 達 時 間 を考 慮 し、適 宜 定 める。 

 

（測 定 結 果 ） 

９． 測 定 結 果 は、採 水 月 の翌 月 の末 までに、原 則 として別 途 定 めるフォーマットにより電

子 ファイルで知 事 あて送 付 するものとする。ただし、最 終 の３月 に実 施 の測 定 結 果 は４月

１５日 までに送 付 するものとする。なお、健 康 項 目 で環 境 基 準 値 を超 えたことが判 明 した

ときは、速 やかに通 報 するものとする。 

 

 

 



別表－１　測定方法(公共用水域)

測　　　定　　　方　　　法
気温 日本工業規格K0102(以下｢規格｣という。)7.1に定める方法
水温 規格7.2に定める方法
外観 規格8に定める方法又は標準色票(日本色彩研究所製作)による方法
臭気 規格10.1に定める方法
透視度 規格9に定める方法
透明度 海洋観測指針(気象庁編)に定める方法

流量
原則として水質調査方法(昭和46年環水管第30号)又は規格K0094の8.4に
定める方法

pH
規格12.1に定める方法又はガラス電極を用いる水質自動監視測定装置によ
りこれと同程度の計測結果の得られる方法

BOD 規格21に定める方法
COD(酸性法) 規格17に定める方法
SS 付表９に掲げる方法

DO
規格32に定める方法又は隔膜電極を用いる水質自動監視測定装置によりこ
れと同程度の計測結果の得られる方法

大腸菌群数 最確数による定量法
河川、湖沼にあっては規格24に定める方法
海域にあっては告示付表14に掲げる方法
規格45.2、45.3、45.4又は45.6に定める方法
海域にあっては規格45.4又は、45.6に定める方法

全燐 規格46.3に定める方法

全亜鉛 規格53に定める方法

ノニルフェノール 告示付表11に掲げる方法

直鎖アルキルベンゼン
スルホン酸及びその塩

告示付表12に掲げる方法

カドミウム 規格55.2、55.3又は55.4に定める方法

全シアン
規格38.1.2及び38.2に定める方法、規格38.1.2及び38.3に定める方法又は
規格38.1.2及び38.5に定める方法

鉛 規格54に定める方法

六価クロム
規格65.2に定める方法（ただし、規格65.2.6に定める方法により汽水又は海
水を測定する場合にあつては、規格K0170-7のa)又はb)に定める操作を行う
ものとする。）

砒素 規格61.2、61.3又は61.4に定める方法
総水銀 告示付表1に掲げる方法
アルキル水銀 告示付表2に掲げる方法
ＰＣＢ 告示付表3に掲げる方法
ジクロロメタン 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法
四塩化炭素 規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法
1,2-ジクロロエタン 規格K0125の5.1、5.2、5.3.1又は5.3.2に定める方法
1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法
1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法
1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法
トリクロロエチレン 規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法
テトラクロロエチレン 規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法
1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.1に定める方法
チウラム 告示付表4に掲げる方法
シマジン 告示付表5の第1又は第2に掲げる方法
チオベンカルブ 告示付表5の第1又は第2に掲げる方法
ベンゼン 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法
セレン 規格67.2、67.3又は67.4に定める方法

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

硝酸性窒素にあつては規格43.2.1、43.2.3、43.2.5又は43.2.6に定める方
法、亜硝酸性窒素にあっては規格43.1に定める方法

ふっ素

規格34.1若しくは34.4に定める方法又は規格34.1c）（注(6)第三文を除く。）
に定める方法（懸濁物質及びイオンクロマトグラフ法で妨害となる物質が共
存しない場合にあっては、これを省略することができる。）及び付表６に掲げ
る方法

ほう素 規格47.1、47.3又は47.4に定める方法
１，４－ジオキサン 告示付表７に掲げる方法
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測　　　定　　　方　　　法

クロロホルム 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.1に定める方法

ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.1に定める方法

1,2-ジクロロプロパン 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.1に定める方法

p-ジクロロベンゼン 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.1に定める方法

イソキサチオン
水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準の測定方法及び要監視
項目の測定方法について(平成5年4月28日付け環水規第121号。以下｢通
知｣という。)付表1の第1、第2に掲げる方法

ダイアジノン 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

フェニトロチオン 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

イソプロチオラン 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

オキシン銅 通知付表第2に掲げる方法

クロロタロニル 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

プロピザミド 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

ＥＰＮ 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

ジクロルボス 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

フェノブカルブ 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

イプロベンホス 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

クロルニトロフェン 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

トルエン 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法

キシレン 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 通知付表3の第1又は第2に掲げる方法

ニッケル 規格59.3に定める方法又は通知付表4若しくは通知付表5に掲げる方法

モリブデン 規格68.2に定める方法又は通知付表4若しくは通知付表5に掲げる方法

アンチモン
水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準等の施行等について
（平成16年3月31日付け環水企発第040331003号、環水土発第040331005
号。以下「通知２」という。）付表５の第１、第２又は第３に掲げる方法

クロロエチレン 通知２付表１に掲げる方法

エピクロロヒドリン 通知２付表２に掲げる方法

全マンガン 規格56.2、56.3、56.4又は56.5に定める方法

ウラン 通知２付表４の第１又は第２に掲げる方法

フェノール
水質汚濁に係る環境基準についての一部を改正する件の施行等について
（平成15年11月5日付け環水企発第031105001号、環水管第031105001号。
以下「通知３」という。）付表１に掲げる方法

ホルムアルデヒド 通知３付表２に掲げる方法

4-t-オクチルフェノール
水質汚濁に係る環境基準についての一部を改正する件の施行等について
（平成25年３月27日付け環水大水発第1303272号。以下「通知４」という。）付
表１に掲げる方法

アニリン 通知４付表２に掲げる方法

2,4-ジクロロフェノール 通知４付表３に掲げる方法

平成７年環境庁告示第30号

フェノール類 規格28.1に定める方法又はEPA準拠自動分析法（4-アミノアンチピリン法)

銅 規格52.2、52.3、52.4又は52．5に定める方法

鉄(溶解性) 規格57.2、57.3又は57．4に定める方法

マンガン(溶解性) 規格56.2、56．3、56．4又は56．5に定める方法

クロム 規格65.1に定める方法

調査項目

トリハロメタン生成能

特
殊
項
目

要

監

視

項

目



測　　　定　　　方　　　法

塩化物イオン
規格35に定める方法又は自動分析法(チオシアン酸第二水銀－吸光光度
法)

塩素量 海洋観測指針に定める方法

アンモニア性窒素
河川は規格42又は自動分析法（インドフェノール青法)、湖沼は上水試験方
法、海域は海洋観測指針に定める方法

亜硝酸性窒素
河川は規格43.1、湖沼は同上、海域は海洋観測指針又は水質化学分析法
(三宅康雄・北野康共著、地人書館)に定める方法

硝酸性窒素
河川は規格43.2又はEPA準拠自動分析法(Cd-Cu還元、ナフチルエチレン
ジアミン法)、湖沼及び海域は同上

燐酸性燐 河川は規格46.1、湖沼及び海域は同上

陰イオン界面活性剤 規格30.1に定める方法又は自動分析法(メチレンブルー吸光光度法)

一般細菌
上水試験方法に定める方法又は水質基準に関する省令(平成4年厚生省令
第69号。以下｢省令｣という。｣別表1-(4)に掲げる方法

総硬度 上水試験方法に定める方法又は規格K0101の15.1.3　ICP発光分析法

蒸発残留物 上水試験方法に定める方法又は規格14.2

色度 上水試験方法に定める方法

濁度 上水試験方法に定める方法又は省令別表6-(2)に掲げる方法

電気伝導率 規格13に定める方法

溶解性COD メンブランフィルター(0.45μm)ろ過後、規格17に定める方法

クロロフィルａ 海洋観測指針に定める方法又は上水試験方法20.2に定める方法

プランクトン 海洋観測指針に定める方法
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